
お知らせ

第59回(2023年度)山口県獣医学会のご案内

１　会　場　防長苑（山口市熊野町）
２　開催日　令和５年８月27日(日)
　　９：30 ～　　　　 開会・挨拶
　　９：40 ～ 12：00　発表(産業動物・獣医公衆衛生)
　　12：00 ～ 12：30　学会運営委員会(産・公)
　　13：00 ～ 16：30　発表(小動物)
　　16：30 ～ 17：00　学会運営委員会(小)

３　参加費
　　本 会 会 員 ・ 学 生 ：　無料
　　愛玩動物看護師・病院スタッフ：　千円
　　上 　 記 　 以 　 外 　 の 　 者 ：３千円
４　その他
　　(1) 防長苑の駐車場を利用してください
　　(2) 昼食の斡旋は行いません。
� （当日は防長苑の食堂は休業）

　下記のとおり開催します。皆様の参加をお待ちしています。

副会長理事　白　永　伸　行

日本獣医師会第80回通常総会に出席して

　さる６月27日、日本獣医師会通常総会が東京都明

治記念館「蓬莱の間」で行われました。通常、総会

出席者は議決権行使者でありますが田中会長は日獣

理事のため、副会長の私が代理出席いたしました。

　総会は駒田事務局長による開会宣言につづき、日

本獣医師会・獣医師倫理要綱（獣医師の誓い：95年

宣言）を斉唱。出席参加者は50地方会、書面決済２

の合計52のため総会は成立。続いて日本獣医師会藏

内勇夫会長から会長挨拶があり、新型コロナウィル

ス感染症が５類に移行されたため通常総会は対面開

催となり、多くの来賓に出席いただいたことに謝意

を述べられた。会長は就任して５期が終了するにあ

○日本獣医師会第80回通常総会に出席して（副会長理事） ����������������������������� １
○第59回(2023年度)山口県獣医学会のご案内 � ���������������������������������� １
○日獣理事退任に当たって（会長理事） � ������������������������������������ ３
○産業動物部会・獣医公衆衛生部会合同委員会開催報告（常務理事） � ����������������������� ４
○第１回小動物部会委員会開催のご報告（小動物部会長　岩柳支部　大黒屋　勉先生） � ��������������� ４
○役員挨拶
　・岩柳支部　後藤孝一理事 � ����������������������������������������� ５
　・美祢支部　松延佐知子理事 � ���������������������������������������� ５
　・山口支部　白銀政利監事 � ����������������������������������������� ５
　・山口支部　水原孝之監事 � ����������������������������������������� ６
　・山口支部　柳澤郁成監事 � ����������������������������������������� ６
○リレー随筆（県庁支部　鳴重寿人先生） � ����������������������������������� ７
○今年度からのチャレンジについて（豊浦支部　前田翔一先生） � ������������������������� ７
○事務局だより � ����������������������������������������������� ８
○クレーム対応サービスをご活用ください（リーフレット） � ��������������������������� ９
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たり特にワンヘルスへの取り組みが前進したことへ

多大の支援の感謝を述べ、FAVA会長に就任し、昨年

の福岡大会には19カ国2,500人を超える参加者があ

り、世界に向けてワンヘルスを発信できたと考えて

自民党にもワンヘルス議員連盟が結成され、先般の

Ｇ７広島サミット並びにＧ７長崎保健大臣関係閣僚

会合における宣言中にワンヘルスが大きく取り上げ

られたことに言及された。またFAVAワンヘルス福岡

オフィスを実践拠点として普及や課題への先進的な

取り組みに対する意気込みを述べられた。また販売

用犬猫へのマイクロチップ（ＭＣ）装着登録への民

間登録制度に改正を働く意向や獣医師国家試験と愛

玩動物看護師の国家試験合格率とチーム獣医療推進

への取り組みに触れた。そして獣医師の処遇改善や

海外への研修生受け入れ事業へも引き続き寄与する

意欲を示しました。

　来賓挨拶は林芳正外務大臣がまず初めに自民党ワ

ンヘルス推進議員連盟会長から賜り、特にコロナ禍

の前からワンヘルスを指摘言及されていた日本獣医

師会並びに蔵内会長への先見の明とこの3年間に政策

施策に有効利用できなかったことがあり、改めてワ

ンヘルス並びに獣医療獣医学への大切さを痛感した

と仰った。また森英介自民党獣医師問題連盟会長代

行、古谷範子公明党獣医師・動物看護師問題議員懇

話会会長、続いて関係省庁の局長、審議官、畜産会

会長にも祝辞を賜りいただいた。

　引き続き獣医師会職員永年勤続表彰、議長副議長

選出ののち議事を進行した。議事は以下のとおりで

ある。

第１号議案：令和４年度事業報告の件（報告事項）

第２号議案：令和４年度決算の件（承認事項）

第３号議案：令和５年度事業計画の件（報告事項）

第４号議案：予算の件（報告事項）

第５号事案：会費及び賛助会費の件（承認事項）

第６号議案：役員選出の件（承認事項）

　第１号議案では各種総会、理事会、会議の開催状

況や会員の移動状況などが報告され、特に会員は前

年度比428人の減少であった。

　第２号議案では経常収益1,179,155,801円、計上費

用計1,279,819,821円と当期経常増減額

　100,664,020円であった。公益目的事業計上費用計

は117,094,659円であり、公益目的事業比率はおよそ

91.５％、収支相償はマイナスであった。続いて監査

報告があり、賛成多数で承認された。

　第３号議案は勤務獣医師の処遇改善と女性獣医師

の活躍推進に関する対応をそれぞれ項目を分け、個

別に取り組んでほしいとの要望があった。そのほか

にＭＣ、ワンヘルス、遠隔診療に関する質疑があっ

た。最後に日獣本会からはワンヘルス推進を地方会

に要請があった。

　第４号議案は特に質疑がなく、第５号議案では均

等割会費１会員（１地方獣医師会）あたり190,000円、

会員構成獣医師数× 6,000円として承認された（山

口県獣医師会は2,314,000円の会費を計上）。

　第６号議案は役員承認の件であり、理事21名、監

事３名について一人ずつ賛否が問われ、全員承認で

一致した。こののち総会は一旦閉会され、別室で第

３回理事会が行われ、新役員について報告があるま

で待機ののち総会会場で「役員等選定結果報告書」

が公表配布され、解散となった。

　出席感想としてはＭＣ事業を環境大臣の登録から

民間の指定登録に変更を次の法改正で求めていくと

しているが、事業に関する今後の運営、特に手数料

の見直しと予算面への懸念が安心できるに達しな

かった。

　また認定・専門獣医師協議会が設置され、日本獣

医師会が小動物分野における認定分野に意欲を示し

ているが、あまりに小動物では認定医や専門医、そ

もそもその違い自体がわかりにくいのにあえて推進

するならば、しっかりとした権威あるものにしてほ

しいという願望を持つとともに認定ビジネスになら

ないようにしっかり観察する必要も感じた。

　また農場管理獣医師や災害獣医療認定獣医師の確

立もしっかりと構築してもらいたいし、ゆくゆくは

日獣会員の構成比率を勘案して将来が女性主体の業

界になると予測してるなら、活躍推進も男性職場男

性社会の意識改革も期待したいと思った。
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会長理事　田　中　尚　秋

日獣理事退任に当たって

　令和５年６月27日(火)、東京都港区元赤坂にある

明治記念館において開催された第80回日本獣医師

会（以下「日獣」）通常総会をもって理事の任期が

終わりましたので、２年間の経験を経て感じたこと、

今後のことに関する思い等を若干述べさせていただ

こうと存じます。

　令和３年６月23日(水)開催された第78回日獣通常

総会及び引き続き開催された令和３年度第３回理事

会（小職はいずれも山口県獣医師会館にてZoomによ

り出席）において中国地区理事として選任・選定さ

れ、日獣理事としての役務が始まりました。中国地

区獣医師会連合会では、日獣の役職、各種検討委員

会委員、講習会の開催等を５県の輪番制にしており、

担当県になれば否応なくその役務に相応しい方をそ

の獣医師会から選出することになります。日獣理事

に関しては、継続審議した懸案事項等の理解が一旦

途切れてしまう（新理事になった方がそれまでの経

緯等を再確認しないといけない）等、引き続いて理

事をされている方との差異が生じる等のデメリット

はありますが、任期を終えるたびにその都度５県で

協議しなくても良い等のメリットもあり、たいへん

効率的で優れた方法であると先達の先生方に感謝し

ております。

　ところで、私の担当が始まった令和３年度は、ま

だ新型コロナウイルス感染症の第４波流行による緊

急事態宣言が出されるなど、蔓延防止について重点

措置が図られていた時期であり、通常総会も前年度

に引き続き来賓、賛助会員等の出席はなく会員構成

獣医師（55地方会の議決権行使者）のみの出席（ほ

とんどの獣医師会がWeb出席）で行われました。東

京オリンピック開催に向けた対策等で喧々諤々の意

見が飛び交っていた時期でもあります。日獣の藏

内勇夫会長が令和２年10月、アジア獣医師会連合

（FAVA）の副会長に就任され、次期FAVA大会で会長

就任が内定しており、福岡県では、国内初の「ワン

ヘルス推進基本条例」が令和３年１月５日に公布・

施行されるなど、人獣共通感染症対策としてワンヘ

ルスの重要性が深く認識され始めていました。そう

いう情勢の中、令和４年11月11日(金)から13日(日)

の３日間、ヒルトン福岡シーホークを会場に第21回

FAVA大会・第40回日獣獣医学術学会年次大会（令和

４年度）が開催され、アジア・オセアニア23カ国・

地域からの代表等世界各国からの参加者を含め約

2,500名が集った盛大なイベントでありました。11日

の開会式では、岸田文雄内閣総理大臣及び林芳正外

務大臣からのビデオメッセージが寄せられ、また世

界獣医師会(WVA)のラファエル・ラガンス会長、服

部誠太郎福岡県知事をはじめとした多くのご来賓の

出席がありました。さらに、12日のガラディナーに

は林外務大臣をはじめ多くの閣僚が出席されるなど

国の中枢の皆様にもワンヘルスを深く認識していた

だいたことを実感できました。このことが後に「自

由民主党ワンヘルス推進議員連盟」設立等につな

がったものと思われます。「アジアからのワンヘル

スアプローチ」をテーマとして開催されただけあっ

て、ワンヘルスに対する理解・普及が一挙に高まっ

た大会であったと感じています。このような時代の

節目ともいえる世界的な行事に日獣執行部の一員と

して参加できたことはこの上ない喜びであります。

　次に、印象に残っていることは、任期中に長年の

懸案であった二つの法案、「愛玩動物看護師法」

（令和４年５月１日）と販売用犬猫に対するマイク

ロチップ（以下「ＭＣ」）装着・登録の義務化が規

定された「改正動物愛護管理法」（令和４年６月１

日）が施行されたことであります。

　理事に選任された第78回通常総会の席上、ＭＣ

の指定登録機関として唯一日獣が指定されたという

発表があり、当時は大いに喜んだものでありまし

た。ところが、その後の理事会で応募に至る経緯等

が明らかになるにつれ、全く耳目を疑うような事態

となっていったことは残念でなりません。このこと

については既に何度も見解を述べさせていただいて

いるので、さらには申しませんが、日獣は猛省して

いただきたいと思うものです（コロナ禍で余裕がな

かったのかもしれないが、応募要領等、根基を明確

にして協議を進めるべきであった）。現在この制度の

是正に向けて境専務理事をはじめとして事務局は必

死の努力をしておられるので、皆様方過重労働にな

らないよう体調管理に留意しながら進めていただき

たいと心から願っているところです。日獣の今後ま

すますのご発展をお祈りしながら２年間大変お世話

になったことの感謝を申し上げ退任に当たっての挨

拶とさせていただきます。
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常務理事　酒　井　　　理

産業動物部会・獣医公衆衛生部会合同委員会開催報告

　令和５年７月11日(火)、県獣医師会館２階会議室に

おいて、産業動物部会と獣医公衆衛生部会の合同委

員会が開催されました。

　今年度の事業計画やそれぞれの部会の講習会の

テーマ等について、協議していただきました。

　その結果、いずれも公開講座として、次のとおり

開催準備を進めることになりました。詳細な日程が

決まり次第、本会会報やホームページにより、参加

者を募集します。

○産業動物講習会

　開催日：令和５年９月23日(土・祝日)午後

　会　場：ＫＤＤＩ維新ホール

　講　師：大山乳業農業協同組合 酪農指導部指導課

　　　　　松井秋子　先生

○獣医公衆衛生講習会(中国地区獣医師会連合会主催）

　開催日：令和５年11月19日(日)午後

　会　場：山口グランドホテル

　講　師：（公社）福岡県獣医師会　副会長

　　　　　今村和彦　先生

第１回小動物部会委員会開催のご報告

　2023年７月13日（木）に開催されました、令和５

年度第１回小動物部会委員会についてご報告させて

頂きます。当日は12名中11名の各支部小動物部会委

員の先生方にご出席頂きました。

　本部会委員会では、「令和５年度事業計画につい

て」、「狂犬病予防注射について」、「チーム医療

づくりについて」、「講習会について」の４議題に

ついて意見が交わされました。

　令和５年度の集合注射実施頭数は、全ての支部で

減少しており、前年に比べ1,342頭との報告がありま

した。この10年間では１万２千頭という大幅な減少

となっている現状に対し、今年度は、ポスターや県

公報紙等への掲載に加え、FM山口の協力を得て、ラ

ジオを活用した新たな啓発が実施されました。この

ように注射実施率の向上のため更なる施策を検討お

よび実施して行くことが確認されました。

　チーム医療体制づくりについては、新たに誕生し

た愛玩動物看護師との関わりについて議論されまし

た。小動物部会では動物看護師向けの講習会を開催

するなど、これまでにも施策を実施してきましたが、

実際のニーズについては会員の皆様のご意見をうか

がう必要があるのではないかという意見が出されま

した。

　その他、本年度の小動物講習会については例年通

り、年明けに２回の講習会を行うこととなりました。

講義の内容については決定し次第、周知させて頂き

たいと存じます。

　本会で議論された各議題はいずれも重要な問題で

あり、部会において今後も継続して審議して行くこ

とを確認し閉会となりました。会員の皆様におかれ

ましては今後とも小動物部会の活動にご意見を賜り、

部会の運営にご協力頂きます様、宜しくお願い申し

あげます。

( みさお動物病院 )

小動物部会長　岩柳支部　大黒屋　　　勉
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理事重任に当たって

　２期目の就任となりました。１期

目は、当時の就任あいさつのとおり、

本会と支部との橋渡しが出来ればと

岩国からの山口へ向かう車中にて直

前理事の河上先生と本会の懸案事項について話をする

傍ら、不明なところは理事会で質問させていただきま

した。昨年は、獣医学術中国地区学会のお手伝いや会

館建設に係る事項については支部会員の以前から不安

に感じている事項について質問させていただき、納得

できるところまで検討していただきました。

　２期目の今年は、これまで様々な観点から検討され

てきた獣医師会館建設に結論を出す大事な年になりそ

うです。今後は、これまでどおり新理事となられた森

崎次郎先生と車中にて話をしながら支部との調整役と

して頑張りたいと思っています。

　さて、年齢も70歳近くなると持病の心疾患をはじめ

様々な病魔が身に降りかかってきます。人にもよると

思いますが、平均寿命と健康寿命とを出来るだけ短く

するため、そろそろお引き受けしている仕事も辞め頃

と実感していますので、支部の若い会員の皆様にはど

うぞよろしくお願いいたします。

岩柳支部　後　藤　孝　一

理事重任に当たって

　この度、２期目の理事に就任し

ま し た 松 延 （ 職 場 で は 旧 姓 の 國

吉）です。

　前期理事を振り返りますと、昨年９月に山口で開

催された中国地区獣医師大会・獣医学術中国地区大

会で大会宣言をさせていただいたことは良い経験と

なりました。

　また、同年11月に福岡で開催された第21回アジ

ア獣医師会連合大会・第40回日本獣医師会獣医学術

学会年次大会はコロナが多少落ちついたこともあり、

外国の参加者の姿も見られ、グローバルな大会に参

加できたことは印象深く残っています。振る舞いの

八女茶がとても美味しかったのも思い出されます。

　さて、私は、現在、県農林総合技術センター畜産

技術部で、日々、牛や鶏の家畜が身近にいる環境の

中で過ごしています。

　昨今は、動物福祉が注目され、６月下旬、農林水

産省より家畜別にアニマルウェルフェアの指針最終

案が公表され、本会報が発行される頃には通知がさ

れているかと思います。６月20日に開催された全国

畜産関係場所長会議でも話題となり、農林水産省担

当者と活発な意見交換がされたところで、家畜を取

り巻く環境は情勢に併せ変遷していくことを感じて

います。

　気持ちも新たに、微力ながら本会運営のお役に立

てるよう努力していきたいと思いますので、どうぞ

よろしくお願いします。

( 農林総合技術センター畜産技術部 )

美祢支部　松　延　佐知子

監事重任に当たって

　この度、令和５年度定時総会で

の 承 認 を い た だ き 、 監 事 に 再 任

されました。２年間の監事職の間、

都合のつく限り理事会には出席させていただきまし

たが、それでも年に１～２回は本業の都合で出席で

きない日がありました。別の業務をもちながら役員

を務めることの難しさを痛感しています。

　さて、前回就任時（R3.6月）、私は県を退職し、

(（公財）山口県生活衛生営業指導センター )

山口支部　白　銀　政　利

役員挨拶
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監事重任に当たって

　この度、６月11日の定時総会にお

いて監事に承認されました、３期目

の水原です。

　本会の発展と会員皆様のために、

引き続き、微力ながらお手伝いさせていただきます。

　普段は、週に1日程度、公益社団法人に非常勤として

お世話になっています。県庁退職後５年目になります

が、ゆとりのある幸せな余生を送らせていただいてお

ります。ただ、中心暗点で視力が低下しており、ご挨

拶などいろいろなシーンで失礼がありましたら、ご容

赦願います。

　今後とも、「人と動物による健全かつ豊かな生活」と

「公共福祉の増進に寄与」を念頭に、会員の皆様と協力

し、より充実した会の運営を実現するために尽力して

まいります。

　どうぞよろしくお願いします。

山口支部　水　原　孝　之

監事重任に当たって

　この度、令和５年度定時総会に

おいて承認いただき、監事として

就任することになりました。監事

としては、３期目となりますが、引き続き就任され

た水原監事、白銀監事と共に、会員の皆様方の御支

援、御協力をいただきながら監事の責務を全うした

いと思います。

　さて、新型コロナウイルス感染の広がりが落ち着

きを見せるとともに、対面で獣医師会行事が開催さ

れるようになったことは、大変喜ばしいことであり

ます。コロナ禍中では、リモートという新しいコ

ミュニケーションツールを取り入れての会議や研修

会、学会などが開催されました。事務局や関係者の

方々には、準備や運営など大変な御苦労があったか

と思いますが、やはり、対面で語り合うことは相互

の交流や親睦を深めるために不可欠と改めて思う次

第です。

　これからも、本会の活動、とりわけ学会など学術

分野での活動に会員が積極的に参加し、また幅広い

世代にも魅力ある山口県獣医師会にするため、田中

会長をはじめ理事の皆様とともに、監事として微力

ながら貢献できればと思っています。

　私自身、知識や経験がまだまだ浅く、これからも

皆様から御指導御鞭撻を賜りますようお願い申し上

げ、就任の挨拶とさせていただきます。

( 山口農林水産事務所畜産部 )

山口支部　柳　澤　郁　成

同年４月に公益財団法人職員として再就職したこと

を書かせていただきました。その職場で、私は、あ

る一般社団法人の事務を担当することとなり、同法

人の専務理事（業務担当理事）に就任しました。そ

こでは、財団業務の傍ら一般社団の事務も行ってお

り、数分刻みで仕事をスイッチしながらこなしてい

くという多忙な日々を過ごしています。ここ数年間

は、私の所属する公益財団の年間予算を大きく上回

る予算事業を執行している関係で、多忙さが増して

います。一担当であり、決裁者でもあるという立

場から、関連組合の理事長との調整から、資料作成、

印刷・封筒詰め・発送といった些末な事務まで一人

でこなしている現状です。

　しかし、生来の飽きやすいという性格からか、前

例踏襲の業務が嫌（眠くなる）で、毎年度、何らか

の改変・工夫を加え、自分の目指す少しでも上位の

ものを短時間でできないかと、常に考えて仕事をし

ています。多忙を極めますが、一人ですべての事務

を完結できる環境（一人PDCA cycle）が、逆にモチ

ベーションアップにつながっているのではと感じて

います。

　こうした思いを頭の片隅に置きつつ、２期目を迎

える監事の業務に真摯に取り組み、本職の法人事務

との比較の中で、気づきや建設的な改善意見を出し

ていきたいと考えています。引き続き、皆様方のご

指導、ご鞭撻を賜れば、幸に存じます。
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リレー随筆
県庁支部　鳴　重　寿　人

（山口県畜産振興課）

　暑い日が続いてますね。隣の席の大山さんからバ
トンを受取りました山口県庁畜産振興課の鳴重です。
入庁から11年目となり、気づけば、４カ所目の職場
となりました。県庁勤務は初めてで慣れないことも
多いですが、今後ともよろしくお願いします。
　さて、このリレー随筆は３回目となりますが、過
去２回、将棋のことについて書かせていただきまし
た。そして今回も（本当にネタっぽいネタがないので）
将棋のことについて触れていきます。2019年までは、
将棋大会に１年に２回～３回程度出場していました
が、コロナ禍で軒並み大会は中止。と同時にモチベー
ションも低下。、将棋アプリ（知らない人たちとネッ
ト対戦）を続けていくも・・・頑張っても伸びないレー
ティング（強さを示す指標）にもはやここまでか・・・
といった状況。
　そんな中、（前々から存在は聞いたことあったけど）
新たなコンテンツを発見！それは詰将棋大会。ただ時
間内に詰将棋を解くだけの大会で、己との闘いとい
うことになりますが、直近の2019年大会では全国10
会場で1400名！ほどの参加とプロ・アマチュア問わ
ずたくさんの詰将棋自慢が参加されているようです。
そもそも、作戦巧者の序盤より詰む詰まないを争う
終盤タイプであったので、この方が上位にいけるよ

うな気がしてきました。（調べてみると2020年以降は
開催されていませんが、2015年～ 2019年の優勝は
藤井聡太名人）早速、過去問にチャレンジしてみるも、
本当に難しい。10問しかないのに１～２問解けるか
どうか。これでは上位入賞なんて、夢のまた夢。じっ
くり腰を据えて取り組んでいく必要がありそうです。
子供の世話もあるので、まとまった時間をとること
が難しくなりつつあるけど、合間に解きながら、実
力向上に励みたいと思います。
　さて、暑さがまだまだ続き、夏バテしそうになり
ますが、みなさま引き続き体調に気を付けていきま
しょう。
　それでは、次にバトンを渡すのは、同じ北里大学
出身であり長門農林水産事務所畜産部の佐野先生で
す。独特の感性で楽しませてくれるので、このリレー
随筆が楽しみです。よろしくお願い致します。

画像説明：
　３歳になった子供が赤い
馬をみてエビって言ってま
した。なんとなくそう見え
る・・・・将棋を理解して
くれる日を楽しみに待ちた
いと思います。

今年度からのチャレンジについて

　西部家畜保健衛生所の前田です。暑い日が続いて
おりますが皆様いかがお過ごしでしょうか。私はこ
の４月に山口県庁畜産振興課から西部家畜保健衛生
所へ異動となり、通勤距離が短くなったことで時間
に余裕が出来たので様々なことに取り組んでいます。
今回はその取り組みのうちのいくつかを紹介させて
いだだきます。
　１つ目は運動です。デスクワークメインの県庁生
活で落ちてしまった体力を取り戻し、激増してし
まった体重を減らすために取り組んでいます。運
動については、過去にもNintendo-Switchのリング
フィットアドベンチャーやYouTubeのトレーニング動
画など様々なものにトライしてきましたが、私自身
が飽き性で１つのことを長く続けるのが苦手なため、
すべて長続きしませんでした。そのため、今回は余
裕がある時はしっかりと体を動かし、疲れている時
は腕立て伏せ10回だけでも良いので毎日体を動かす
など、内容は重視せずに継続するということに重点

を置いて取り組んでおり、現時点では何とか１か月
継続できています。
　２つ目は料理です。これまでは時間のある土日ぐ
らいしか料理をすることが無かったのですが、今は
毎日の夕食の準備をしています。最近は便利な献立
のアプリやサイトも豊富なため、新しいレシピに
チャレンジすることを楽しんでおります。また、こ
れまでは家に帰っても仕事のことを考えていること
が多かったのですが、無心で料理に取り組むことで
上手く意識の切り替えができています。
　３つ目はウサギです。２年ほど前から飼っている
のですがあまり自分が遊んであげることが出来てい
なかったので、毎日一緒に遊んでいます。最初は撫
でるのも一苦労だったのですが、徐々に慣れてきて
最近は自分から頭を出してくれるようになりました。
これからも日々の変化に注視して過ごしていきたい
と思います。

( 下関農林事務所畜産部 )

豊浦支部　前　田　翔　一
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７月６日　・山口県公衆衛生協会理事会・評議員会・総会（県総合保健会館）

７月11日　・産業動物部会獣医公衆衛生部会合同委員会（県獣会館）

７月13日　・第１回小動物部会委員会（県獣会館）

７月21日　・全国獣医師会事務・事業推進会議（東京都）

７月24日　・山口県動物由来感染症情報関連体制整備検討会（県庁）

７月25日　・会報編集委員会（県獣会館）

７月26日　・周南公立大学協議（周南公立大学）

７月30日　・災害対策セミナー（岡山市）

　７月13日、27日　・事業推進会議

事務局だより

　

　

令和５年８月の主な行事

第２回愛玩動物看護師国家試験について

お知らせ

お知らせ

８月３日　・第２回学会運営委員会（県獣会館）

８月22日　・岩国市和牛共進会（岩国市）

８月23日　・阿武萩和牛共進会（萩市）

８月23日　・山口市畜産共進会和牛共進会（山口市）

８月25日　・下関市畜産共進会（下関市）

８月27日　・山口県獣医学会（防長苑）

８月31日　・美祢畜産共進会（美祢市）

　第２回愛玩動物看護師国家試験が、次のとおり計画されていますので、お知らせします。

○試 験 日：令和６年２月18日(日)

○試 験 地：北海道、宮城県、東京都、愛知県、大阪府、広島県、福岡県

○受験申込：令和５年11月６日(月)～11月30日(木)

　　　　　　※試験専用コールセンター　03-6808-9818

13：30〜次回編集委員会　８月22日（火）

　会報第746号令和５年７月に投稿していただいた長北支部　横山明宏先生の所属を誤っていました。お詫び

して訂正します。

12ページ3行目　誤：「長門農林水産事務所」　→　正：「萩農林水産事務所」

記事の訂正
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